
子どもや保護者・保育者、地域の

人との心温まる「アタタカイヤ

リトリ」を大切にしている聖

光会グループ。その中の１つ

である東京都国立市にあ

る「国立クムクム保育園」の

秋山園長先生に、ICT連絡

帳・帳票管理ツール「キッズ

リー」導入の変化について、お

話を伺いました。

——日ごろの保育で大切にしていること

を教えてください

 
子どものことはもちろんですが、そこに関

わる「人」そして「語り合うこと」を大切にし

ています。私たちは、複数のシフトを取り

入れた勤務体系をとっており、また、複数

まがたくさん書いてくださるので、保育士

もそれに応えたいと、午睡の時間などを

使い返信を書いているのですが、デジタ

ルで連絡帳を書くようになり、とても入力

しやすく、文章の修正も紙で書くより簡単

にできて使いやすいようです。

 こうして書く時間が短縮されることで、保

育士たちは当日の保育を振り返り、明日

の保育を考えることに時間をかけること

ができるようになりました。

 また日誌などの帳票もキッズリーで記録

していますが、デジタルで記録ができるの

で、保育士が、他のクラスの記録も見るこ

とができるんですね。そのため、新人保育

士などは”どのように日誌を書けばよい

のクラスをチーム全員で保育するように

しているため、情報の共有が欠かせませ

ん。子どもの様子を伝え合い、掘り下げて

語り合うことが大切なので、そのための

時間確保にも注力しています。

 
——国立クムクム保育園では、早くから

ICTを導入されていますが、導入前後で

の変化は

 
保育士と、園長・主任などの管理職、そし

て先輩・後輩間のコミュニケ―ションが変

わりました。

 ▶保育士の変化

 保育士は、保護者とキッズリーの連絡帳

でやり取りをしています。保護者のみなさ

か”を先輩の記録を見て、自主的に学ぶこ

とができて、それもよいところだと感じて

います。

 ▶園長・主任等、管理職にとっての変化

 ICT化でクラスの様子を把握しやすく

なったことで、各クラスの保育士と丁寧な

コミュニケーションができるようになりま

した。紙の時代には、気になるクラスの様

子を見たい時、保育士が使っていないと

きに、見たい日にちを探し、紙の記録を

持ってきて読む、という動作が必要でし

た。ICTを入れたことで、気になった時に

いつでも、ちょっとした時間を使って各ク

ラスの様子を確認できるようになりまし

た。気になるクラス、気になる日の記録を

情

さっと見られるので、見る回数が増えた

と思います。そのように現場の様子を把

握しやすくなったことで、保育士にタイム

リーに、かつ具体的に声かけができ、コ

ミュニケーションが増えました。パソコン

やスマートフォンがあれば知りたい情報を

見に行けて完結できるのが、とても便利

でよいですね。主任も、見たい日にちの帳

票をピンポイントで見に行けることで、振

り返りしやすくなり、記入する際も文章の

入力や修正が簡単にできるので「作成が

楽になった」と言っています。

 ▶先輩・後輩間のコミュニケーションの

変化

 園全体でも、保育士同士のコミュニケー

ションが豊かになっていることを実感して

います。保育士間では、先輩保育士から

後輩保育士への”ありがとう”が増えたこ

とで、両者のコミュニケーションが円滑に

なりました。というのも、保育については

「ありがとう」が増えて
明日の保育を考える時間が生まれた！

〜ICT導入について〜
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早いため、先輩保育士はわからないこと

があると若手に教えてもらい、助けても

らっています。若手の保育士が教えてくれ

ることに対して、先輩保育士から「ありが

とう」と感謝を伝えられると、若手もまん

ざらではないようで（笑）。タブレットを通

して保育士同士で小さなことまで情報共

有ができるようになり、語り合い、教えあ

う関係性が生まれていることだけでなく、

保育士同士の強みを褒め合い、伸ばし合

うことにもつながっています。

 
——ICTの導入で、保護者との関係には

変化がありましたか？

 保護者との関係が「風通しがよくなった」

と感じています。もともと当園では、保護

者とのコミュニケーションは挨拶で終わら

せず、園での様子などプラスアルファのひ

と言をつけ加えるなど、コミュニケーショ

ても便利で助かっています。

 保護者からの連絡も、手書きだとお家で

のお子さまの様子をなかなか伝えられな

かった保護者が、毎日のようにたくさん

伝えてくれるようになるなど、家庭の様子

もわかるようになりました。デジタルに慣

れている保護者世代には、紙よりも合っ

ているのかもしれません。

 このように、園にとっては、連絡事項をい

つでもすぐに伝えられるだけでなく、子ど

もの様子を何十倍もたくさん伝えられる

ようになり、また、保護者からも伝わるよ

うになるなどで、多様な家庭に応じたき

め細かなコミュニケーションができるよう

になりました。

 
——監査対応の変化はありましたか？

 キッズリーで帳票をデジタル化したこと

で、園からのお知らせやお手紙も含めて

ぺーパーレスになりました。監査の準備の

ために書類を探したり、印刷する労力が

減ったことは大きな変化ですね！

 また、書類は一定期間保存が必要なた

め、紙で管理していた時代は、昔の資料は

どこに保管していたかと探す手間もかか

りましたが、データで一元化できるように

なったことで、とても管理しやすくなりま

した。監査では、監査を実施する課に事

前に問い合わせをし、画面を見せて問題

ないことを確認したうえで対応できてい

ます。

 
——ICT活用を園に浸透させていくた

めには、どのように進めていくとよいで

しょうか

 
ICTを使うことで入力時間や手間が削減

先輩保育士が若手に教えるという関係

になりますが、スマートフォンで写真をと

るなど、ICTは若手のほうが慣れるのが
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リーに、しかもお子さんが登園していなく

ても、全員同時に周知できるようになっ

たり、お電話でお伝えするのは躊躇してし

まうような体調変化などの第一報も、個

別に連絡がしやすくなったりしました。ス

マートフォンから簡単にできることも、と

ても便利で助かっています。

 保護者からの連絡も、手書きだとお家で

のお子さまの様子をなかなか伝えられな

かった保護者が、毎日のようにたくさん

伝えてくれるようになるなど、家庭の様子

もわかるようになりました。デジタルに慣

れている保護者世代には、紙よりも合っ

ているのかもしれません。

 このように、園にとっては、連絡事項をい

つでもすぐに伝えられるだけでなく、子ど

もの様子を何十倍もたくさん伝えられる

ようになり、また、保護者からも伝わるよ

うになるなどで、多様な家庭に応じたき

め細かなコミュニケーションができるよう

になりました。

 
——監査対応の変化はありましたか？

 キッズリーで帳票をデジタル化したこと

で、園からのお知らせやお手紙も含めて
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しょうか

 
ICTを使うことで入力時間や手間が削減

されるので、まずは毎日作成する「連絡

帳」や「園からのお知らせ」からICTに変

えてみるとよいかもしれませんね。

 ——今後、国立クムクム保育園ではどの

ようなことにチャレンジされたいと思っ

ていますか？

 歴史も大切ですが、どんどん変わる環境

に適応していく必要を感じています。「育

ちのためのアップデート」です。保育者も、

大切なことを守りつつ、進化していく必要

を感じています。そのときに、新しいこと

を知りたいという気持ちは、保育を楽し

むツールにもなります。ありがたいこと

に、法人には学べる機会がたくさんある

ので、職員が日々保育の質の向上のため

に連携し、研鑽しながら、風通し良く「やっ

てみよう」という気持ちでいられることを

大切にしていきたいと思っています。
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になりますが、スマートフォンで写真をと

るなど、ICTは若手のほうが慣れるのが

▲スマートフォンを使って連絡帳も簡単に入力


